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赤ちゃん紙オムツ等贈呈事業
（関連記事３ページ）

民生委員さんとの
顔合わせを行いました
民生委員さんとの

顔合わせを行いました

みん な が  あった か い 心で 支 え合う  住 みよいまち  わたり

社会福祉法人 亘理町社会福祉協議会

この広報誌は赤い羽根共同募金の配分金で発行しています
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会
長
あ
い
さ
つ
・
役
員
改
選
等
の
お
知
ら
せ

会　　長 佐々木人見 学識経験者
常務理事 齋藤　　彰 学識経験者
監　　事 渡邉　孝子 町民生委員児童委員協議会会計
評議員会 末木　清一 吉田地区区長会
 齋　　芳信 逢隈地区区長会
 大堀由美子 町民生委員児童委員協議会副会長
 阿部　淑子 町民生委員児童委員協議会副会長
 南條　　広 町民生委員児童委員協議会副会長
 菊池　広幸 町教育委員会次長

●退任された理事・評議員の方々ご支援ありがとうございました。
　今後もよろしくお願いいたします。
会　　長　　隂山　俊明
常務理事　　丸子　　司
監　　事　　山形　節子
評 議 員　　安住　　博　　村上　隆夫　　菊地　正博
　　　　　　佐藤　昭吉　　橋元　栄樹

　社会福祉協議会の職員の異動がありましたので、お知らせいたします。
●退　職
　　居宅介護支援事業所 佐藤ひとみ（３月31日）

●異　動
　　法人事務局（４月１日） 齋藤　　彰（事務局長　役場より出向）
 大友　祐太（役場より出向）
　　居宅介護支援事業所（３月１日） 玉手　隆浩

役員改選等のお知らせ

　

晩
夏
の
候
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
の
亘
理
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
役
員
改
選
に
伴

い
、
理
事
の
皆
様
の
ご
賛
同
を
賜
り
ま
し
て
、
会
長
の
職

務
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
、
職
務
の
重
大

さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

山
前
会
長
の
後
を
引
き
継
ぎ
、
も
と
よ
り
微
力
で
は

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
踏
ま
え
、
今
後
と
も
亘
理
町
社
会
福
祉
協
議
会

の
円
滑
な
運
営
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
福
祉
の
充
実
と
発
展
の
た
め
に
、
誠
心
誠

意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

近
年
の
少
子
高
齢
化
が
進
展
す
る
中
、
人
口
減
少
が
加
わ
り
、
一
人
暮
ら
し
又
は

高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
増
加
や
、
地
域
で
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
、
地
域
の
担
い
手

不
足
な
ど
、
地
域
社
会
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
化
し
続
け
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
か
ら
、
今
こ
そ
地
域
で
の
支
え
合
い
の
取
り
組
み
は
大
変
重
要
で
あ
り
、
社
会

福
祉
協
議
会
の
役
割
は
ま
す
ま
す
増
大
し
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

亘
理
町
社
会
福
祉
協
議
会
は
、「
み
ん
な
が　

あ
っ
た
か
い
心
で
支
え
合
う　

住
み

よ
い
ま
ち　

わ
た
り
」
を
基
本
理
念
に
掲
げ
、
実
現
を
目
指
す
た
め
、
本
会
の
各
種

事
業
や
活
動
を
通
じ
、
積
極
的
に
支
援
等
が
必
要
な
方
の
い
る
場
所
へ
出
向
き
、
地

域
福
祉
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
推
進
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
含
め
た
町
民
の
皆
様
の
存
在
が
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
町
民
の
皆
様
の
信
頼
と
期
待
に
応
え
る
た
め
に
は
、
複
合
化
・
多
様
化
し

た
様
々
な
地
域
福
祉
ニ
ー
ズ
を
常
に
傾
聴
す
る
と
と
も
に
、
地
域
に
密
着
し
た
活
動

が
展
開
で
き
る
よ
う
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
地
域
福
祉
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
暖
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
会
長
就
任

に
あ
た
っ
て
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

会 

長　

佐
々
木　

人　

見

会
長
あ
い
さ
つ
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赤
ち
ゃ
ん
紙
オ
ム
ツ
等
贈
呈
事
業
・
ま
ん
ま
る
・
フ
ァ
ミ
サ
ポ

民生委員さんとの顔合わせ

ファミリー・サポート・センター協力会員講習会

　７月３日から23日までの間に７
回、「ファミリー・サポート・センター
協力会員講習会」を行いました。ファ
ミリー・サポート・センターは、地
域のお子さんを数時間お預かりした
り、送迎したりする有償のボラン
ティア活動です。講習では子どもの
発達や成長の特徴、年齢に応じた接
し方、栄養、救命講習、保育実習など、
これから協力会員として活動してい
くために必要な項目を習得していた
だきました。学びを活動に生かしながら、地域の子育て家庭を支える担い手として活
躍の輪が広がることを願っています。

みんなで子育てフェスタ「まんまる」

　３月７日、第１回目の「みんなで
子育てフェスタ まんまる」を開催
し、多くの親子が参加しました。会
場では、ファミリー・サポート・セ
ンターの入会受付ブースを設置した
ほか、会員の皆さまから提供いただ
いた子ども服やおもちゃ、育児グッ
ツなどのおさがり品コーナーを実施
しました。また、ニュースポーツ体
験や学生ボランティアによる制作
コーナー、ジャグリングパフォーマ
ンス＆体験コーナーも行われ、親子で楽しく交流する姿が見られました。来場者の笑
顔があふれ、地域で子育てを支え合う輪が広がる一日となりました。

　３・４か月児検診を受けた方を
対象にオムツやミルクなど育児用
品に使えるチケットをお渡しして
います。また、希望された方には
地域の民生委員と顔合わせをし、
絵本をお渡しさせていただく機会
を設けています。
　この日も自己紹介や地域の様
子、子育てについてゆっくりとお
話を伺い、交流を深めていただき
ました。
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算
決

令
和
７
年
度

収入

①

②

③

⑤
⑥

④
⑧

⑩
⑪⑫ ⑬

⑨

⑦

収入

令
和
７
年
度
事
業
報
告
・
決
算
の
あ
ら
ま
し

①会費収入 10,035,400円
②寄付金収入 569,597円
③経常経費補助金収入 22,232,949円
④受託金収入 75,693,251円
⑤貸付事業収入 301,000円
⑥事業収入 571,650円
⑦介護保険事業収入 82,609,193円
⑧就労支援事業収入 3,782,988円
⑨障害福祉サービス等事業収入 26,881,154円
⑩受取利息配当金収入 288,899円
⑪その他の収入 615,520円
⑫積立資産取崩収入 2,500,419円
⑬前期末支払資金残高 45,976,987円272,059,007円

・ほほえみ事業
　　1）子ども食堂「わたりんりん」《町補助事業》

８回開催　　延べ参加者数 412名

　　2）学校版子ども食堂「グッドモーニング」
《宮城県共同募金会助成金》
３回開催　　延べ参加者数 188名

・制服リユース「おゆずり」
　寄付 35名（305点）　譲渡 40名（148点）
・ファミリー・サポート・センター事業の運営《町受託事業》
　　1）会員数（令和８年３月末現在）

利用会員 247人　協力会員 48人
両方会員 27人　合計 322人

　　2）令和７年度活動件数
送迎 104件
預かり 83件
送迎預かり 40件
計 227件

・在宅高齢者､重度障害者紙オムツ給付事業《町補助事業》
　６回実施（２か月分/回）延べ対象者数 819名
・介護家族教室･在宅介護者激励会《町受託事業》
　３回　　延べ参加者数 32名
・福祉車両無料貸出事業《共同募金地域配分を活用》
　延べ 200回（うち運転ボランティア派遣 27回）
・短期車いす貸出事業
　延べ貸出件数 31件
・ひとり暮らし高齢者
　ふれあい食事サービス

「さざんかの会」
　12回開催
　延べ参加者 630名

３－２ 福祉サービスの質の向上を図る

・介護保険事業
　　1）居宅介護支援事業　利用件数 2,657件
　　2）訪問介護事業　利用件数 1,033件
・指定管理事業
　　1）地域活動支援センター「亘理町ほのぼの園」

開設日 292日　登録利用者数 13名
（延べ利用者数 2,557名）

　　2）就労継続支援Ｂ型「亘理町ゆうゆう作業所」
開設日 237日　登録利用者数 20名

（延べ利用者数 2,500名）

３－３ 権利擁護のしくみづくり

・日常生活自立支援事業「まもりーぶ」事業の推進
　生活支援員 ７名　　対象者（利用者）18名

Ⅳ安定と信頼の基盤づくり
４－１ 広報活動の充実

・社協だよりの発行《共同募金地域配分充当事業》
　３回発行
・ホームページ・SNSの更新
　令和７年度アクセス数 8,827件
　フェイスブックフォロワー数 123人（Ｒ８.４.21現在）
　インスタグラムフォロワー数 1,342人（ 〃 ）
・福祉カレンダーの作成
　町内各施設､賛助会員等438ヶ所に配布

４－２ 組織体制の強化と福祉協力員との連携

・理事会､評議員会､監事会の開催

・各種部会の開催
（総合企画･福祉推進･財政･広報部会）

４－３ 地域福祉活動計画の進捗管理

・地域福祉活動計画事業評価委員会の開催

４－４ 自主財源の確保と経営の安定

・社協会員制度への加入推進
・共同募金活動の推進
　　1）赤い羽根運動の実施
　　2）歳末たすけあい運動の実施
　　3）歳末たすけあい運動配分金事業

８事業延べ対象者 524名

わたりんりん

さざんかの会

ファミサポ

44



支出

①

② ③

⑤⑥
④

⑧
⑨

⑦

支出

①人件費支出 180,507,967円
②事業費支出 20,833,849円
③事務費支出 4,283,521円
④就労支援事業支出 3,782,988円
⑤貸付事業支出 150,000円
⑥共同募金配分金事業支出 2,525,970円
⑦助成金支出 1,218,866円
⑧施設整備等による支出 770,000円
⑨その他の活動による支出 1,683,055円

215,756,216円

Ⅰ住民に寄り添い､相談を受け止める体制づくり
１－１ 相談体制の充実

・総合相談機能の充実
　年間相談数 581件
・生活相談所の開設
　開設日数 12日（月１回第１月曜日）　　相談件数 ４件
・各種貸付事業
　　1）生活安定資金貸付
　　2）生活福祉資金貸付
　　　（福祉資金､総合支援資金､緊急小口資金等）

１－２ 地域ニーズの早期発見と支援のしくみづくり

・ひとり暮らし高齢者「愛のヤクルト」訪問事業
《共同募金地域配分事業》

　訪問対象者 311名　　提供本数 13,442本
・生活支援コーディネーター受託事業《町受託事業》
　活動件数

第１層コーディネーター（１名）延べ 1,573件
第２層コーディネーター（２名）延べ 1,431件

１－３ 関係機関との連携強化

・亘理町民生委員児童委員協議会運営支援（事務局）
・各種会議への参加

Ⅲ 自分らしく安心して暮らし続けられる地域づくり
３－１ ニーズに応じたサービスの提供の推進

・フードドライブ
　回収受付 42件（345.9㎏）

ヨークベニマル 389.0㎏、セブンイレブン 133.8㎏、
ファミリーマート 82.7㎏

・フードパントリー（SNSやLINEで情報を発信）
　配付件数 122件（604.0㎏）
・赤ちゃん紙オムツ等贈呈事業
　12回開催　　配付者数 183名

ス
マ
ホ
で
チ
ェ
ッ
ク
！

こ
ち
ら
か
ら
詳
し
い

情
報
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

Ⅱ 互いに育み合うつながりづくり
２－１ 活動の担い手･団体の支援･育成

・いきいきサロン「あづまっせ」活動支援《町補助事業》
　サロン研修会の開催　３回開催　延べ団体数 55団体 84名
　活動助成　団体数 32団体　助成額 746,866円
・ボランティアネットワーク亘理運営支援（事務局）
・亘理視覚障害者福祉協会の運営支援（事務局）

２－２ 福祉教育の推進

・福祉体験学習の実施
　キャップハンディ体験学習の開催
　　開催小学校数 ３校　開催回数 ６回　延べ参加者数 139名
・夏休みボランティア講座「ぼらすく」の開催
　３回開催　延べ参加者数 41名

・社協福祉講座の開催
　６回開催　延べ参加者数 168名
・亘理町社会福祉研修会の開催
　参集者数 100名
　表彰の部　会⾧表彰 ３名、感謝状贈呈 ７法人及び事業所
・ソーシャルワーク実習の受入れの実施

２－３ ボランティア･地域活動の推進

・ボランティアセンターの運営《町補助事業》
・災害ボランティアセンターの体制整備と強化
・各種ボランティアの活動紹介及び講座等の開催
・社協サロン「ふらっと」の開催
　12回開催　延べ参加者数 143名
・ニュースポーツ用品の貸出し事業
・24時間テレビチャリティー募金への参加

ふらっとぼらすくキャップハンディ体験
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亘
理
町
社
協
は
「
わ
」
た
し
た
ち
が
「
た
」
が
い
に
助
け
合
う
「
り
」
そ
う
の
ま
ち
へ 

を
目
指
し
て
い
ま
す

ス
マ
ホ
で
チ
ェ
ッ
ク
！

算
予

令
和
８
年
度

収入

支出

基本理念

基本方針

重点目標

①

②

③

⑤
⑥

④⑧

⑩⑪ ⑫

⑨

⑦

①

② ③

④
⑤ ⑥ ⑦ ⑧

⑨

収入

支出

事
業
計
画
・
重
点
目
標
・
予
算

「みんなが　あったかい心で支え合う　住みよいまち　わたり」

　「みんながあったかい心で支え合う」地域共生社会づくりを進めるため、地域住民が抱え
る複合化・多様化した支援ニーズや制度の狭間にいる方々に対応する包括的な支援の中核
を担っていくため、本会の各部門における各種事業、活動を通じ積極的に支援等が必要な
方のいる場所に出向き、併走して住民活動の支援や地域力強化に努めます。
　また、様々な相談に対応できるよう職員全体の更なるスキルアップを図り、地域住民、
自治組織（町内会）、福祉協力員、民生委員児童委員、行政、ボランティア並びに福祉・保健・
医療の関係機関・団体と連携し、組織体制の整備と基盤強化を行い、質の高い安定的なサー
ビス提供と地域福祉活動を進めるため、第１期亘理町地域福祉活動計画を軸とし、常に実
施内容の検証を行いながら住民の方々の福祉の推進に取り組んで参ります。

（令和８年度事業計画書より抜粋）

①　【住民に寄り添い、相談を受け止める体制づくり】
地域住民の声を聴き、すべての職員が相談に対応できる環境を整えます。関係機関と
連携・協働し、切れ目ない支援を行います。

②　【互いに育み合うつながりづくり】
一人ひとりの存在と多様性を認め合い、それぞれが役割を持って自分の力を活かし、
誰もがつながり支え合える地域づくりを推進します。

③　【自分らしく安心して暮らし続けられる地域づくり】
誰もが、その人らしく家庭・地域において安心して暮らせるよう、支援のしくみづく
りの充実を図り、社会参加と自己実現の向上を目指します。

④　【安定と信頼の基盤づくり】
社協として本来の機能を充実させるため、持続可能な組織の運営強化を図ります。
社協だよりやホームページ、SNS（LINE等）を活用した広報活動に努めます。

こ
ち
ら
か
ら
詳
し
い

情
報
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

①会費収入 10,040,000円
②寄付金収入 5,000円
③経常経費補助金収入 21,821,000円
④受託金収入 79,445,000円
⑤貸付事業収入 1,750,000円
⑥事業収入 761,000円
⑦介護保険事業収入 88,537,000円
⑧就労支援事業収入 3,550,000円
⑨障害福祉サービス等事業収入 27,072,000円
⑩受取利息配当金収入 175,000円
⑪その他の収入 149,000円
⑫前期末支払資金残高 44,734,000円

①人件費支出 195,839,000円
②事業費支出 22,132,000円
③事務費支出 4,922,000円
④就労支援事業支出 3,550,000円
⑤貸付事業支出 1,700,000円
⑥共同募金配分金事業支出 2,134,000円
⑦助成金支出 1,356,000円
⑧施設整備等による支出 300,000円
⑨その他の活動による支出 2,055,000円

278,039,000円

233,988,000円
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生活支援

コーディネーター

原亜実の

今
、こ
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集
い
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が

熱
い！

“IMA-ATSU”
By Ami Hara

　登米市で地域支援アドバイザーとして活動されている小野寺由美さんと、同市で月
１回活動している「男前ダンベル」 「お笑いダンベルの会」のみなさんにお越しいただき、
６月12日（金）に保健福祉センターでサロン交流会を行いました。
　小野寺さんは、サロンやシニアクラブなどの社会参加によって、「幸せホルモン」と称
した、３つの脳内伝達物質が多く作られるといったお話をされました。日々の活動の意
義を改めて教えていただきました。
　「男前ダンベル」「お笑いダンベ
ルの会」のみなさんには、活動の
説明に合わせて、実演していただ
き、ダンベルや参加者についての
質問が上がるなどの交流が図られ
ました。
　交流会に参加したサロン団体の
方からは、今後活動していく上で
の参考になったという声も聞かれ
ました。

　中集会所で毎月第４火曜日に開催されている「祝田西サロン」におじゃましてきま
した。運動支援サポーターによるストレッチ体操で体をほぐし、季節にちなんだ歌を
歌います。その後は、健康麻雀にチャレンジ！１つの卓をみんなで囲んで、順番に取
り組みます。麻雀は初めてだという方や、久しぶりに麻雀に触れる方もいらっしゃい
ましたが、麻雀に慣れている方が先生役となり、みなさんにわかりやすく教えていま
した。「昔は雀荘によく通ったもんだよ」「そういえば、こんなやり方してたね！」な
ど思い出話に花を咲かせながら、わいわいと楽しんでいました。
　終わった後はみんなでほっと一息、ティータイムです。班の合併に関する話や近所
の方の気になる話など、地区への関心の高さがうかがえ、地域の貴重な情報交換の場
にもなっていることがわかりました。飛び交う笑い声が印象的な、素敵なサロンでした！

サ
ロ
ン
交
流
会

登米市の地域活動団体との交流

祝田西サロン
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子ども食堂「わたりんりん」

●１月31日（土）　亘理町中央公民館　24世帯
　自分達で作った鬼や動物のお面をつけて、み
んなで鬼のパンツを踊り、まもなくおとずれる
節分行事を楽しみました。昼食のメニューはカ
ツカレーで、大好評でした。

●３月14日（土）　働く婦人の家　24世帯
　音楽に合わせて体を動かすリズム遊びや、大
人対子どもで対戦したbigオセロで盛り上がりま
した。昼食は野菜たっぷりのドライカレーの会
食を行いました。

●６月６日（土）　荒浜地区交流センター　26世帯
　３月同様にリズム遊びといす取りゲームを行
い、会場が熱気に包まれました。昼食のカレー
ライスは参加者にとても喜ばれました。

ご協力ありがとうございました（敬称略・順不同）

・㈱イトーチェーン　・みやぎのあられ㈱　・ヨークベニマル亘理店
・セブンイレブン（町内全店舗）　・ファミリーマート（町内全店舗）
・フードバンク石巻　・ふうどばんく東北AGAIN　・みやぎ子ども食堂ネットワーク

さ
ざ
ん
か
の
会
・
子
ど
も
食
堂 

わ
た
り
ん
り
ん
・
社
協
サ
ロ
ン 

ふ
ら
っ
と

ふれあい食事サービス 「さざんかの会」
70歳以上ひとり暮らしの方の食事会
　６月は亘理・逢隈・吉田・荒浜の４地区合同の運
動会を実施しました。参加者、民生委員、ボランティ
アの皆さんがランダムな４チームに分かれて玉入
れ、綱引き、風船リレー、借り物競争リレーを行い
ました。初対面の方もいる中でも、一緒に競技へ参
加した仲間を応援する温かい声援や笑い声など、た
くさんの活気と笑顔が会場にあふれました。
　お昼はシチュー・ピラフを提供しました。近くの参加者と話しながら、運動してお
腹をすかした参加者の皆さんは美味しそうに完食しました。

※この事業は皆さまから頂いた会費を財源に行われています。

●次回の予定
８月５日（水）　亘理地区 内容：亘理高校生との交流会
９月16日（水）　逢隈・吉田・荒浜地区 内容：交通安全講話

社協サロン「ふらっと」

　どなたでも気軽に「ふらっと」立ち寄れるお
茶のみサロンを毎月開催しています。
　今年度からは逢隈地区でも毎月行っています。
　申込不要・出入り自由ですので、ぜひ一度お
立ち寄りください。

●今後の予定　※いずれも10：00～11：30
ふらっとわたり ８月18日（火） ９月15日（火） 10月20日（火）　場所：亘理町中央公民館
ふらっとおおくま ８月19日（水） ９月24日（水） 10月28日（水）　場所：逢隈働く婦人の家
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亘理町社会福祉協議会職員募集

あたたかい善意を
ありがとうございました。

Astemo亘理株式会社様

次の方々から寄付をいただきましたのでご紹介します。
（令和８年１月９日～令和８年７月17日）

株式会社フローラ様

匿名（柴町区） 米10㎏
山崎乃愛様（桜小路東区） 粉ミルク１缶
メルヘンワールド亘理店様 義援菓子（お菓子）３箱
第一環境株式会社様 野菜詰合せ５箱
大山佳子様（十文字村区） 米50㎏
匿名（新町南区） おむつ３袋
メルヘンワールド亘理店様 義援菓子（お菓子）２箱
Astemo亘理株式会社様 レトルトカレー６箱
福島ヤクルト販売株式会社 仙南拠点（ヤクルト亘理センター）様 おもちゃ10点
匿名（駅前東区） おむつ６袋
みやぎのあられ株式会社様 あられ70袋
ひまわり歌謡・民舞の会 亘理支部 赤間幸一様 20,601円
株式会社フローラ メモリアルホール亘理ウェルラウンジ様 バスタオル300枚
みやぎこども食堂ネットワーク事務局　ふうどばんく東北AGAIN様 20,000円
株式会社東和製作所様 6,278円

（株式会社サンベンディング東北設置の自動販売機による寄付）

「もったいない」から「ありがとう」へ
フードドライブへのご協力ありがとうございます。
みなさまからの食材等の寄付を受付しています。

●12月から５月までの実績報告
寄付いただいたもの：米・調味料・レトルト食品・缶詰・瓶詰・乾麺・お菓子・ジュース等

・フードドライブ回収分
社協窓口設置分　171.6㎏

社協・役場福祉課・日就会・ともにはま道・くすりのおおくま・八百孝食料品店・
㈱イトーチェーン
協力企業設置窓口分　298.4㎏

ヨークベニマル亘理店・セブンイレブン（町内全店舗）・ファミリーマート（町内全店舗）
・フードパントリー（食品支援分）　延べ57件　311㎏

職 種

採 用 人 数

業 務 内 容

応 募 資 格

勤 務 時 間

給 　 　 与

応 募 期 間

採用予定日

①法人事務局職員

１名（正職員）

相談業務や地域福祉に関する業務
や、総務や会計等

高校卒業以上、令和９年３月31
日までに39歳以下の方
普通自動車運転免許所持

月～金　８時30分～ 17時15分
※祝祭日、年末年始は除く

基本給195,800円～（高卒の場合）
（当法人規程の交通費支給、資格
手当て等の手当有）

９月４日（金）履歴書必着

令和８年10月１日（木）予定

②非常勤ホームヘルパー、登録ヘルパー

各若干名（臨時職員）

身体介護、生活援助

非常勤ヘルパー 65歳以下
登録ヘルパー 70歳以下
ホームヘルパー２級以上、普通自
動車運転免許所持。

勤務日数、時間などは委細面談

時給1,600円～（処遇改善手当込）

随　時

随　時

申　込 希望職種を明記の上、①②ともに履歴書（自筆・写真添付） ①の方は職務経歴
書を直接社会福祉協議会へご持参いただくか、ご郵送ください。

問合せ 〒989-2351 亘理町字旧舘60-7
 亘理町社会福祉協議会法人事務局　☎34-7551

詳細はこちらを
ご参照ください。

▲
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社協会費納入のお願い

広告バナーを希望される方は、こちらをご参照ください。

各
種
お
知
ら
せ
・
会
費
の
お
願
い

　社会福祉協議会は、地域福祉の推進を地域住民とともに図っていく事を目的とした
公共性・公益性の高い社会福祉団体です。
　みなさまからお預かりした社協会費は、地域福祉活動の推進（高齢者福祉・障がい者
福祉活動、子育て世代・児童福祉活動等）の財源となっております。
　つきましては、会員の皆様には趣旨をご理解のうえ、
福祉協力員（行政区長・副区長）が訪問した際は、
会費納入にご協力くださいますようよろしくお願い
いたします。

活動内容：ふれあい食事サービス「さざ
んかの会」の参加者の送迎等

問合せ：亘理町社会福祉協議会
　　　　TEL：0223-34-7551

運転ボランティア
募　集

　今年度も標記研修会を行う予定です。
10月24日（土）中央公民館にて開催を
予定しております。内容等詳細が決まり
ましたらホームページ、SNS等で掲載い
たしますので 皆様のご参加をお待ちし
ております。

令和８年度
亘理町社会福祉研修会について

　ヨークベニマル亘理店を会場に24時
間テレビチャリティー募金を行います。
　サービスカウンターに募金箱を設置し
ますので、お越しの際にはご協力をお願
いいたします。

日　時：8月29日（土）13：00~18：00
　　　　8月30日（日）10：00~18：00
会　場：ヨークベニマル亘理店
　　　　　　　サービスカウンター
問合せ：亘理町社会福祉協議会
　　　　TEL：0223-34-7551

24時間テレビ
愛は地球を救う

　学校の統廃合と制服のデザインの変更
により、学生服リユース事業「おゆずり」
は11月末で休止致します。寄付の受付
についても７月で終了いたしました。
　これまで、思い出の詰まった制服を次
の世代に繋げて下さった皆様、どうもあ
りがとうございました。

学生服等リユース事業
「おゆずり」について

普通会費　 1,000円
特別会費　 2,000円以上
賛助会費　10,000円／口以上

広告バナーを作成させていただいている賛助会員様は、亘理町社会福祉協議会の実施する事業へ強く共感をいただいている会員様になります。

亘理町字旧舘60-7　TEL：0223-34-7551　FAX：0223-34-7552　文責 社協広報部会
亘理社協ホームページ　URL：http://www.watarishakyo.or.jp

「わたり社協だより」の点訳版もあります。ご希望の方は社会福祉協議会へお問い合わせください。

ホームページ 広告について社会福祉法人 亘理町社会福祉協議会

●制服の寄付をして下さった皆様に
感謝します！
窪由紀子様（神宮寺地区）
他 匿名希望 20名
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